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近年の沖縄道におけるETC利用率の伸びは２％/年程度※

（３）沖縄自動車道における現状について（ＥＴＣ利用の現状）

◆全国（NEXCO西日本管内）と沖縄道のＥＴＣ利用率の推移

沖縄は全国(西日本)と比較して
約２６ポイント低い

全国(NEXCO西日本管内)
沖縄道

※H24.3(50%)からR4.3(66.5%)の伸びから算出



（３） 沖縄自動車道における現状について（ETC利用促進への取り組み実績）

■沖縄県における広報実績
①ドライバーに向けた発信 ：ポスター・チラシ、インターネット広告・街頭ビジョン・ガソリンスタンドレジロール報告 等
②マスメディア・WEB媒体等：新聞広告・WEB広告・ラジオCM、ラジオ番組タイアップ 等



■NEXCO西日本における広報実績
YouTube動画、テレビCM、ラジオCM、チラシ・ポスター、WEBサイト

ジョニー宜野湾さん
と嘉数ゆりさんによ
る、YouTube動画・
テレビCM・ラジオ
CMにより、ETC利用
促進をPR

お得な平日朝夕割引
の認知度向上のため、
チラシ・ポスターの
配布、割引シミュ
レーションサイトを
作成



（３）沖縄自動車道における現状について（ETC利用率が低いことによる主な課題）

①料金所渋滞

〇 沖縄道における料金所での渋滞は、年間140回
程度発生しています。（※料金所が原因の渋滞）

〇 インターチェンジのランプ等での追突事故件数は、
全国平均に比べ約2.7倍発生しています。

🚙沖縄道のランプ等での追突事故※件数

沖縄道
（４９件）

1.29件
/百万台

出典：NEXCO西日本データ

約2.7倍

0.47件
/百万台

西原ＩＣにおける出口渋滞状況

全国平均に比べ
約２．７倍

※R1における、ICランプ部・料金所広場での追突事故を集計
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55%

60%

65%
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H26年度 H27年度 Ｈ28年度 H29年度 H30年度 R1年度

🚙沖縄道のETC利用率と料金所渋滞回数※推移

90％

0

利用率90%で
料金所渋滞はほぼ

解消

利用率向上により、
渋滞回数は減少

※滞留車両が料金所広場を越え、ランプ部までつながった回数を集計

料
金
所
渋
滞
回
数
（
回
）

沖縄道の
ETC利用率

沖縄道の料金所渋滞回数 全国（西日本管内）
（508件）

料金所渋滞での
追突事故事例（西原IC）

〇 仮にETC普及率が90%になれば、
料金所渋滞はほぼ解消の見通しです。

〇 料金所における渋滞解消により事故減少
にも効果が期待されます。



〇 沖縄県内CO２排出量のうち、20%は自動車から
の排出となっています。

〇 料金所付近で発生する渋滞は、排気ガスの量を
増やし、CO２を大量に排出します。

〇 ETCへの転換が進めば、料金所での
一旦停止がなくなり、年間1,200tの
CO2削減効果もあり、環境負荷の軽減が
期待されます。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産業
部門

11.6%

運輸部門
32.1%

民生家庭
21.9%

民生業務
24.5%

工業プロセス2.8%

廃棄物
1.8%

2019年、1,159.4万t-CO2

自動車
18.5%
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徐行運転では、
大量のＣＯ２が排

出される

出典：国総研資料

運輸部門の内訳

☘ CO２排出量と走行速度の関係☘ 沖縄県における部門別CO2排出特性

非ETC車
（34.8%）
1,099万台

ETC車
（65.2%）
2,058万台

R2年度
取扱台数

3,158万台

ETCを搭載した車１台あたり、年
間11kgのCO2を削減

出典：ｴｺﾛｰﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ冊子

1,200t/年
のCO2削減効果

☘ ＥＴＣ普及時のCO2削減効果

ETC利用率が90%到達
（＝概ね約11万台が転換）

樹林11万本に相当

県内ＣＯ２排出
量の20%は
自動車から

出典：第２次沖縄県地球温暖化対策実行計画
（沖縄県気候変動適応計画）進捗管理報告書
令和４年３月 沖縄県環境部環境再生課

ｴﾈﾙｷﾞｰ
転換
5.3%

料金所渋滞による環境負荷（３）沖縄自動車道における現状について（ETC利用率が低いことによる主な課題）

②料金所渋滞による環境負荷



〇 特に行楽期では、観光地近傍の料金所で渋滞が頻発
しており、所要時間の増加が見られます。

〇 県内外問わず、観光客の多くはETC利用していない
状況です。

○ 小型車における休日のETC利用率は、平日と比べ
約6ポイント低くなっています。

〇 ETCの利用率向上により、特に行楽期
における定時性の向上が見込まれます。

🏖 主な観光地と主な料金所渋滞の状況 🏖 観光客のETC利用率

はい
23%

いいえ
77%

県内客
カード持って

いない
63%

県内客
カード
忘れ
16%

その他
21%

はい
45%

いいえ
55%

県外客 県外客
カード持って

いない
35%

カード
忘れ
36%

その他
29%

ETC利用の有無 ETCを利用しない理由

出典：沖縄総合事務局による主要観光地でのインタビュー調査（H27.9）

（渋滞回数はR1年度実績）

R1.5.3（金・祝）における渋滞状況
〇 許田ＴＢにて、最大3.8kmの渋滞発生
〇 渋滞時間：7:20～13:44（6時間24分）

実績約60分

通常時39分

西原ＩＣから許田ＩＣまでの通過時間

所要時間1.4倍

🏖 行楽期における所要時間の増加

出典：NEXCO西日本データ

許田料金所（上り）付近

26件（うち休日23回）

美ら海水族館

万座毛

美浜アメリカン
ビレッジ

残波岬

平和記念公園

古宇利島

海中道路

西原料金所

107件（うち休日25回）

観光地が各地に
点在

観光客の
ETC利用率は

低い

（３）沖縄自動車道における現状について（ETC利用率が低いことによる主な課題）

③観光振興への影響（繁忙期における所要時間の増加）

🏖 沖縄道平休別 利用交通量とETC利用率(小型車)

出典：NEXCO西日本データ

休日は平日より
約6ポイント低い



〇 全国的な事例として料金収受員の新型コロナ感染
に伴い、一部料金所において収受人員不足となり、
現金車は利用不可となる事態が発生しました。

〇 沖縄道の料金所においても、R4.6.23時点で
計２５名の収受員感染が発生しました。
（現金車利用不可となるリスク）

〇 感染拡大防止の観点から料金所の
タッチレス・キャッシュレス化は重要

👮 料金収受員感染に伴うＥＴＣ専用運用事例

首都高・東池袋料金所における
ＥＴＣ専用運用状況（出典：国交省資料）

料金収受員の新型コロナ感染に伴う
ＥＴＣ専用運用となった首都圏の主な料金所

首都高・北池袋
（4/27～5/8）

首都高・東池袋
（4/27～5/8）

首都高・高松
（4/27～5/8）

東名
横浜青葉

（8/5～8/18）

横浜新道
川上

（4/3～4/13）

首都高・汐入
（8/1～8/11）

年はすべてR2年。公表資料などからNEXCO西日本調べ

横浜横須賀道路
港南台

（4/3～4/13）

首都高・生麦
（8/1～8/11）

首都高・横浜駅東口
（8/1～8/11）

（３）沖縄自動車道における現状について（ETC利用率が低いことによる主な課題）

④新型コロナ感染による料金所閉鎖のリスク



＜参考＞ ETC専用化等の動きについて


